
 

 

１．はじめに

高度成長期に建設された社会

速に進んでおり，

以上の橋梁の

平成

点検要領

度で

また

して行うこと

橋梁路下の桁や床板を点検するためには，点検用の足

場を設置して調査を行う必要があり工程も長期にわた

っていたこと

視等による点検となるため

とが

管理コスト削減に寄与する新たな橋梁点検技術

られてきている．

本研究では，

活用されている「

源の方向

を小型化するとともに，反射音や対象外の音の影響を低

減する手法について検討を行った．さらに，

き部や空隙部を作

き部や空隙部の位置を検知する方法

な検討

 

２．

川井田ら

法として

行っている

射音や対象音以外の音による影響が考えられるため，

複数箇所で

きている．しかしながら

 キーワード

 連絡先

１．はじめに 

高度成長期に建設された社会

速に進んでおり，

以上の橋梁の43

平成 26年 6月に

点検要領」では

度で近接目視により行うこと

また，必要に応じて触診や打音等の非破壊検査等を併用

して行うことも

橋梁路下の桁や床板を点検するためには，点検用の足

場を設置して調査を行う必要があり工程も長期にわた

っていたこと，

視等による点検となるため

とが難しいなどの

管理コスト削減に寄与する新たな橋梁点検技術

られてきている．

本研究では，

活用されている「

源の方向，周波数

を小型化するとともに，反射音や対象外の音の影響を低

減する手法について検討を行った．さらに，

き部や空隙部を作

き部や空隙部の位置を検知する方法

検討を行った
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である．マイクロホンを平面板の面内に設置

することで，前方180 度から到来する音波

クロホンに入射させ，後方から到来する音波は大きく

ことから，指向性

このプロトタイプ置を使用した

その有用性を確認した

探査装置に対して正面に設置し，装置の後ろに

射を生じさせる障壁を設置した場合

障壁を設置した場合についても，設置しない

音源の位置を概ね特定している．

音源探査装置 

TEL 03-3235-8617

音源探査装置（指向性音カメラ）

図-2 音源探査

関する基礎的検討 

熊谷組 正会員 

株式会社熊谷組 正会員  

株式会社熊谷組 正会員  

株式会社熊谷組 非会員  

データの集積等の課題があるのが現状である

音源探査装置（指向性音カメラ

つのマイクロホンと

のであり，図

ている．各マイクロホンに入
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．コンクリートの浮き部，空隙部検知実験

コンクリート表面の浮き部
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図-3 浮きおよび空隙部を模擬した試験体

図-4 試験体における浮きおよび空隙部の平面位置

図-5 空隙部を加振した際の表示画面
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図-6 浮き部を加振した際の表示画面
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